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（Students of Faculty of Integrated Human Studies cannot take this course as liberal arts and general education course. Please register the course with your department.）

 

 [Overview and purpose of the course]
現代ドイツ語の主に形態・統語上の諸現象とその歴史的変化について考察する。その際、適宜、英
語や他のゲルマン諸語との比較を行う。また、言語類型論的な視点も取り入れる。

 [Course objectives]
ドイツ語を「語学」ではなく、「言語学」の観点から捉えることができる。 
ドイツ語史・ゲルマン語史について理解を深める。 
同系統の言語を比較する方法論を学ぶ。

 [Course schedule and contents)]
１．ゲルマン諸語について（概説） 
２．ドイツ語の音韻体系とその歴史的変化について 
３．ドイツ語の形態論１：名詞類の語形変化 
４．ドイツ語の形態論２：強変化・弱変化動詞 
５．ドイツ語の形態論３：動詞の接頭辞 
６．ドイツ語の統語論１：冠詞 
７．ドイツ語の統語論２：格 
８．ドイツ語の統語論３：時称 
９．ドイツ語の統語論４：受動形 
１０．ドイツ語の統語論５：叙法 
１１．ドイツ語の統語論６：従属節 
１２．ドイツ語の統語論７：語順 
１３．ドイツ語の統語論８：否定 
１４：ドイツ語の統語論９：不一致（性・数・格・時称など） 
１５：フィードバック 

授業で扱うテーマとその講義順序は履修者の関心によって変更することがある。

 [Course requirements]
ドイツ語の初級文法の知識があること。

Continue to 言語比較論Ｉ(2)↓↓↓



言語比較論Ｉ(2)

 [Evaluation methods and policy]
成績評価は授業への参加度（50％）及び学期末レポート（50％）に基づく。

 [Textbooks]
Not used
 [References, etc.]
  （References, etc.）
Introduced during class

 [Study outside of class (preparation and review)]
授業中に紹介する文献に目を通し理解を深めること。

 [Other information (office hours, etc.)]
 


